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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも周面を一方向に向けて並設される複数の回転リールを有する回胴装置であっ
て、
　個々の前記回転リールに対応して設けられ、前記回転リールに回転力を与えるシャフト
と、
　該シャフト上にそのシャフトに沿って定位置から所定位置まで移動自在に装着される筒
状の連結部材と、
　中心部に前記連結部材が嵌め込まれる嵌合孔を有し、該連結部材を介して前記シャフト
上に取り付けられるとともに、前記定位置から前記所定位置への移動に伴い圧縮する弾性
部材が装着され、前記シャフトからの回転力を前記回転リールに伝達するリール回転力伝
達部材と、
　該リール回転力伝達部材を介し前記回転リールを前記弾性部材の付勢力に抗して前記所
定位置まで移動させるリール移動手段とを備え、
　前記連結部材と前記リール回転力伝達部材とは、樹脂成型品であり、
　前記連結部材は、その中心軸方向に沿って２分割され、前記シャフトに接する内面が前
記シャフトの面に対して平行に形成され、前記リール回転力伝達部材の嵌合孔の内面に接
する表面が前記嵌合孔に差し込まれる側の径が小さくなるようなテーパ状とされ、
　前記リール回転力伝達部材の嵌合孔の内面は、前記連結部材が差し込まれる側の径が大
きくなるようなテーパ状とされている
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　ことを特徴とする回胴装置。
【請求項２】
　前記連結部材は該連結部材の中心軸方向に対して直交する方向に型抜きされ、
　前記リール回転力伝達部材は該リール回転力伝達部材の中心軸方向に沿った方向に型抜
きされてなる
　ことを特徴とする請求項１に記載の回胴装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の回胴装置を搭載していることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の回転リールを有する回胴装置及び遊技機に係り、特に、それらの回転
リールを個別に回転軸の軸方向に沿って移動させるような演出に適した回胴装置及び遊技
機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種として回胴式遊技機である、たとえばスロットマシンがある。スロットマ
シンは、複数の図柄が付された回転体としての複数のメインリールを備え、遊技者がメダ
ルを投入するか、あるいは既にクレジットしてあるメダルをベットボタンの操作でベット
してスタートレバーを操作すると各メインリールが回転を開始する。なお、現状のスロッ
トマシンでは、各メインリールが回転を開始した後、ストップボタンを操作するか、ある
いは所定時間が経過すると、各メインリールの回転が停止されるものが多い。
【０００３】
　また、スロットマシンでは、メダル（又はコインとも呼ばれている）の投入、あるいは
既にクレジットしてあるメダルのベットボタンの操作によるベットとスタートレバーの操
作を条件として抽選を行い、その抽選結果が当選であり、かつ予め設定された有効ライン
上に遊技者が当選した図柄を停止させることを条件として、その図柄に応じた所定枚数の
メダルが払い出されたり、遊技者に有利な特別遊技状態（ボーナスゲーム、レギュラーボ
ーナス等）が発生する。
【０００４】
　また、このようなスロットマシンでは、ゲームの演出に係る制御を主に行うサブ制御基
板と、回胴装置のリールの回転駆動を制御する回胴装置基板と、ベットボタン、スタート
レバー及びストップボタンによる操作信号を転送する中央表示基板と、各駆動部等への電
力供給を制御する電源装置基板とを備え、これらの基板は主制御基板により集中制御され
ている。
【０００５】
　ところで、このようなスロットマシンにおいては、たとえば遊技者に有利な特別遊技状
態（ボーナスゲーム、レギュラーボーナス等）が発生したり、ゲームの期待度等の演出モ
ードに移行したりすると、表示ランプの点灯又は点滅、スピーカによる特定の効果音の出
力、あるいは液晶画面での画像表示等によって、遊技者に対する様々な演出が行われるよ
うになっている。
【０００６】
　ところが、このような様々な演出においては、表示ランプの点灯又は点滅、スピーカに
よる特定の効果音の出力、あるいは液晶画面での画像表示等によっての演出パターンが固
定されているため、ゲームの進行が単調となるばかりか、遊技者へ与える期待感が不足す
る場合がある。
【０００７】
　このような不具合を解消するようにしたものとして、特許文献１では、役抽選の抽選結
果を遊技者に告知するための告知手段（ＣＰＵ，ＲＯＭ，図柄表示移動制御回路など）を
設け、役抽選でボーナス役が成立した場合に、この告知手段によって、所定の確率で、図
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柄表示手段（リールユニット）を前後方向、上下方向、及び／又は左右方向に移動させる
ようにしたスロットマシンを提案している。
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－１１７４４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述した特許文献１に示されるスロットマシンでは、役抽選の抽選結果を遊技者に告知
するために、図柄表示手段であるリールユニットを、前後方向、上下方向、及び／又は左
右方向に移動させるようにしているため、今までにない意外性があることから、ゲーム性
を高めることができるものと考えられる。
【００１０】
　ところで、このような演出方法では、リールユニットを前後方向、上下方向、及び／又
は左右方向に移動させるようにしているため、機構が大がかりになるばかりか、素早い動
きに対応できない。
【００１１】
　この場合、複数の回転リールを個別に移動させるようにすることで、回転リールの移動
機構の簡素化を図ることができ、しかも素早い動きに対応させることができるとともに、
リールユニットの移動による意外性に加え、新たな演出方法の実現により、遊技者への興
味やゲーム性をさらに高めることが可能となるものと考えられる。
【００１２】
　具体的には、たとえば複数の回転リールが並設される方向に向けられるそれぞれのシャ
フト上に回転リールの中心部を配置し、それぞれのシャフトを介して回転リールに回転力
を与えるとともに、それぞれの回転リールに対応させた移動手段により回転リールをシャ
フトに沿って移動させるような構成である。
【００１３】
　ここで、シャフトからの回転駆動力を回転リールに伝達するためには、たとえば回転リ
ール側にリール回転力伝達部材を装着し、そのリール回転力伝達部材とシャフトとの間を
筒状の連結部材（カラー）を用いて連結する構成が考えられる。
【００１４】
　この場合、リール回転力伝達部材や連結部材の形状が複雑となることが予測されるため
、樹脂成型品を用いることになるが、リール回転力伝達部材や連結部材の型抜きの方向に
よっては、リール回転力伝達部材や連結部材に型抜き用のテーパがかかるために、連結部
材とシャフトとの間の装着部分の円周方向、あるいはリール回転力伝達部材と連結部材と
の間の装着部分の円周方向にがたつきが生じてしまい、回転リールが滑らかに回転しない
おそれが生じてしまう。
【００１５】
　このようなことから、複数の回転リールを個別に移動させることに伴う回転リールの移
動機構の簡素化を図るに際し、リール回転力伝達部材や連結部材を樹脂成型品とするとき
、連結部材とシャフトとの間の装着部分の円周方向、あるいはリール回転力伝達部材と連
結部材との間の装着部分の円周方向にがたつきが生じないようにし、回転リールを滑らか
に回転させることができるような開発が望まれていた。
【００１６】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、複数の回転リールを個別に移
動させることに伴う回転リールの移動機構の簡素化を図るに際し、リール回転力伝達部材
や連結部材を樹脂成型品とするとき、連結部材とシャフトとの間の装着部分の円周方向、
あるいはリール回転力伝達部材と連結部材との間の装着部分の円周方向にがたつきが生じ
ないようにし、回転リールを滑らかに回転させることができる回胴装置及び遊技機を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１７】
　本発明の回胴装置は、少なくとも周面を一方向に向けて並設される複数の回転リールを
有する回胴装置であって、個々の前記回転リールに対応して設けられ、前記回転リールに
回転力を与えるシャフトと、該シャフト上にそのシャフトに沿って定位置から所定位置ま
で移動自在に装着される筒状の連結部材と、中心部に前記連結部材が嵌め込まれる嵌合孔
を有し、該連結部材を介して前記シャフト上に取り付けられるとともに、前記定位置から
前記所定位置への移動に伴い圧縮する弾性部材が装着され、前記シャフトからの回転力を
前記回転リールに伝達するリール回転力伝達部材と、該リール回転力伝達部材を介し前記
回転リールを前記弾性部材の付勢力に抗して前記所定位置まで移動させるリール移動手段
とを備え、前記連結部材と前記リール回転力伝達部材とは、樹脂成型品であり、前記連結
部材は、その中心軸方向に沿って２分割され、前記シャフトに接する内面が前記シャフト
の面に対して平行に形成され、前記リール回転力伝達部材の嵌合孔の内面に接する表面が
前記嵌合孔に差し込まれる側の径が小さくなるようなテーパ状とされ、前記リール回転力
伝達部材の嵌合孔の内面は、前記連結部材が差し込まれる側の径が大きくなるようなテー
パ状とされていることを特徴とする。
【００１８】
　また、前記連結部材は該連結部材の中心軸方向に対して直交する方向に型抜きされ、前
記リール回転力伝達部材は該リール回転力伝達部材の中心軸方向に沿った方向に型抜きさ
れてなるようにしてもよい。
【００１９】
　本発明の遊技機は、請求項１又は２に記載の回胴装置を搭載していることを特徴とする
。
【００２０】
　本発明の回胴装置及び遊技機では、個々の回転リールに対応して設けられる、回転リー
ルに回転力を与えるシャフト上に連結部材がそのシャフトに沿って定位置から所定位置ま
で移動自在に装着され、また中心部の嵌合孔に連結部材が嵌め込まれることで、定位置か
ら所定位置への移動に伴い圧縮する弾性部材が装着されたリール回転力伝達部材がシャフ
ト上に取り付けられ、そのリール回転力伝達部材を介して回転リールに回転力が伝達され
、さらにリール移動手段によりリール回転力伝達部材を介し回転リールが弾性部材の付勢
力に抗して所定位置まで移動される。
【００２１】
　ここで、樹脂成型品である連結部材は、その中心軸方向に沿って２分割され、シャフト
に接する内面がシャフトの面に対して平行に形成され、さらにリール回転力伝達部材の嵌
合孔の内面に接する表面が嵌合孔に差し込まれる側の径が小さくなるようなテーパ状とさ
れる。また、樹脂成型品であるリール回転力伝達部材の嵌合孔の内面は、連結部材が差し
込まれる側の径が大きくなるようなテーパ状とされる。
【００２２】
　このようにすることで、連結部材とシャフトとの間の円周方向、及び連結部材とリール
回転力伝達部材との間の円周方向に隙間が生じないことから、連結部材とシャフトとの間
の円周方向、及び連結部材とリール回転力伝達部材との間の円周方向にがたが発生しない
ことになる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の回胴装置及び遊技機によれば、樹脂成型品である連結部材がその中心軸方向に
沿って２分割され、シャフトに接する内面がシャフトの面に対して平行に形成され、さら
にリール回転力伝達部材の嵌合孔の内面に接する表面が嵌合孔に差し込まれる側の径が小
さくなるようなテーパ状とされるとともに、樹脂成型品であるリール回転力伝達部材の嵌
合孔の内面が連結部材が差し込まれる側の径が大きくなるようなテーパ状とされるように
したので、複数の回転リールを個別に移動させることに伴う回転リールの移動機構の簡素
化を図るに際し、リール回転力伝達部材や連結部材を樹脂成型品とするとき、連結部材と
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シャフトとの間の装着部分の円周方向、あるいはリール回転力伝達部材と連結部材との間
の装着部分の円周方向にがたつきが生じないようにすることができ、回転リールを滑らか
に回転させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　本実施形態では、個々の回転リールに対応して設けられる、回転リールに回転力を与え
るシャフト上に連結部材がそのシャフトに沿って定位置から所定位置まで移動自在に装着
され、また中心部の嵌合孔に連結部材が嵌め込まれることで、定位置から所定位置への移
動に伴い圧縮する弾性部材が装着されたリール回転力伝達部材がシャフト上に取り付けら
れ、そのリール回転力伝達部材を介して回転リールに回転力が伝達され、さらにリール移
動手段によりリール回転力伝達部材を介し回転リールが弾性部材の付勢力に抗して所定位
置まで移動されるようにした。
【００２５】
　また、樹脂成型品である連結部材は、その中心軸方向に沿って２分割され、シャフトに
接する内面がシャフトの面に対して平行に形成され、さらにリール回転力伝達部材の嵌合
孔の内面に接する表面が嵌合孔に差し込まれる側の径が小さくなるようなテーパ状とされ
るようにした。また、樹脂成型品であるリール回転力伝達部材の嵌合孔の内面は、連結部
材が差し込まれる側の径が大きくなるようなテーパ状とされるようにした。
【００２６】
　ここで、連結部材は該連結部材の中心軸方向に対して直交する方向に型抜きされるよう
にすることで、連結部材のシャフトに接する内面がシャフトの面に対して平行に形成され
る。また、連結部材を形成する型にテーパを設けておくことで、連結部材のリール回転力
伝達部材の嵌合孔の内面に接する表面を嵌合孔に差し込まれる側の径が小さくなるような
テーパ状とすることができる。さらに、リール回転力伝達部材は該リール回転力伝達部材
の中心軸方向に沿った方向に型抜きされるようにすることで、連結部材が差し込まれる側
の径が大きくなるようなテーパ状とすることができる。
【００２７】
　このようにすることで、連結部材がリール回転力伝達部材の嵌合孔に嵌め込まれたとき
、連結部材とシャフトとの間の円周方向、及び連結部材とリール回転力伝達部材との間の
円周方向に隙間が生じないことから、連結部材とシャフトとの間の円周方向、及び連結部
材とリール回転力伝達部材との間の円周方向にがたが発生しないことになり、回転リール
が滑らかに回転できることになる。
【実施例】
【００２８】
　以下、本発明の実施例の詳細について説明する。図１は本発明の回胴装置が適用される
回胴式遊技装置の一例を示す正面図、図２は図１の回胴式遊技装置の内部を示す正面図で
ある。
【００２９】
　これらの図に示すように、回胴式遊技装置であるスロットマシン１は、遊技者側に面す
る、いわゆるフロントマスクを構成する前扉３が略矩形状の箱体である筐体２の開口側に
対し、蝶番機構２ａにより左側端部側を回動支点として開閉可能に取り付けられている。
前扉３は、上部パネル部３Ａ、中部パネル部３Ｂ、操作卓部３Ｃ及び下部パネル部３Ｄに
概ね分けられ、これらは化粧板として視覚効果を高めてデザインされた硬質プラスチック
により一体的に形成されている。
【００３０】
　筐体２の内部には、スロットマシン１全体の動作を統括制御する主制御基板３００と、
３個の円筒状の回転リールであるメインリール７０１，７０２，７０３を備える回胴装置
７００と、スロットマシン１の各部に電力を供給するための電源装置５３０と、ゲームの
入賞に応じてメダルの払い出しを行うメダル排出スリット６０１を有するホッパ装置６０
０と、ホッパ装置６００から溢れたメダルを収納する補助貯留部５４０等とが設けられて
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いる。
【００３１】
　ここで、回胴装置７００は、主制御基板３００からの回転駆動開始制御信号や回転駆動
停止制御信号等を受ける後述の回胴装置基板４２０によって各メインリール７０１，７０
２，７０３の回転や回転停止が制御されるようになっている。また、回胴装置７００は、
筐体２の内部に取り付けられている台座５２４に対し引き出し及び押し戻し自在に載置さ
れている。また、各メインリール７０１，７０２，７０３は、それぞれの周面を一方向（
遊技者側）に向けて並設されている。
【００３２】
　また、左のメインリール７０１側に設けられている目隠し部材７２５ａと、右のメイン
リール７０３側に設けられている目隠し部材７２５ｂとにより、左右のメインリール７０
１，７０３と中央のメインリール７０２との間の隙間が目隠しされている。また、これら
の目隠し部材７２５ａ，７２５ａには、左右のメインリール７０１，７０３が移動したと
きに現れる後述の文字や画像等の情報を表示する演出表示部７２６ａ，７２６ｂが設けら
れている。
【００３３】
　そして、各種演出が行われるとき、回胴装置７００のメインリール７０１，７０２，７
０３のうち、左右のメインリール７０１，７０３の一方又は両方が中央のメインリール７
０２に対し横方向に往復動するとともに、目隠し部材７２５ａ，７２５ａに設けられてい
る演出表示部７２６ａ，７２６ｂが現れて文字や画像等によるたとえばゲームの期待度等
の表示による演出が行われるようになっているが、その詳細については後述する。
【００３４】
　また、筐体２の内部に設けられている電源装置５３０のたとえば側面には、いわゆる配
電盤に相当する後述の電源装置制御基板４３０が設けられている。この電源装置制御基板
４３０には、電源装置５３０で発生される各種電源電圧を回胴装置７００やホッパ装置６
００等の各所に配電する配電回路が形成されており、かかる配電回路からスロットマシン
１の動作に必要なシステム電源を供給する。
【００３５】
　また、前扉３は、筐体２の開口を閉塞する位置で、操作卓部３Ｃに設けられている鍵穴
４を有する図示しない施錠装置によりロックされ、ホールスタッフ等が主制御基板３００
上の各電子素子等の状態の確認を含むメンテナンス作業や設定値変更等に伴う出玉管理作
業等を行う場合、前扉３の鍵穴４に専用鍵を差し込んでそのロックを解除すると、前扉３
が開放されるようになっている。
【００３６】
　前扉３の上部パネル部３Ａには、遊技に伴った演出を行う演出表示部１００が取り付け
られている。演出表示部１００には、たとえばゲームの進行に応じた動画像等を表示する
表示部１０１と、この表示部１０１を覆う表示パネル１０２とが設けられている。この表
示パネル１０２は、中央部に表示部１０１を視認可能とする略長方形の透明窓１０３を有
し、その透明窓１０３の周囲が映像を表示可能な液晶パネルで構成されている。また、演
出表示部１００には、意匠的に遊技者の視覚に訴える形状及び色彩、模様、絵柄等を施し
てデザイン設計された複数の演出用ランプ１０４～１０８と、演出用の効果音を発するス
ピーカ１０９ａ，１１０ａを有する放音部１０９，１１０とが設けられている。
【００３７】
　そして、前扉３の上部パネル部３Ａの背面に設けられているサブ制御基板４００に、主
制御基板３００から演出開始を示唆する制御信号が供給されると、そのサブ制御基板４０
０により表示部１０１による動画像等の表示と、演出用ランプ１０４～１０８による点滅
又は点灯によっての演出と、放音部１０９，１１０からの効果音による演出とが行われる
ようになっている。
【００３８】
　前扉３の中部パネル部３Ｂには、回胴装置７００の各メインリール７０１，７０２，７
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０３の確認を行える確認窓２０１を有するパネル２０２を備えたメイン演出部２００が設
けられている。また、メイン演出部２００の下方には、貯留枚数表示器２１０、遊技進行
表示器２２０、払出枚数表示器２３０が設けられている。これらの貯留枚数表示器２１０
、遊技進行表示器２２０、払出枚数表示器２３０は、７セグメントＬＥＤを有し、０～９
までの１０通りの表示が可能となっている。
【００３９】
　貯留枚数表示器２１０には、遊技停止中にメダルをクレジット（最大５０枚まで）する
際、後述のメダル投入部６から連続投入されたメダルの枚数が最大５０までの数字で表示
されるようになっている。
【００４０】
　遊技進行表示器２２０には、遊技者に有利な特別遊技状態（ビックボーナス、レギュラ
ーボーナス等）が発生した際、その特別遊技状態の残りゲーム数等が数字で表示されるよ
うになっている。
【００４１】
　払出枚数表示器２３０には、回胴装置７００の各メインリール７０１，７０２，７０３
の停止に伴い、その有効ライン上に揃った図柄に応じてのメダルの払い出しの枚数が数字
で表示されるようになっている。また、払出枚数表示器２３０は、スロットマシン１での
たとえば出玉率（メダルの払出率）を決定する際の設定値を表示するものとして兼用され
ている。
【００４２】
　また、中部パネル部３Ｂの両側には、高輝度発光ダイオードを内蔵したサイドランプ５
ａ，５ｂが配置されている。これらのサイドランプ５ａ，５ｂは、リーチや大当たり等の
際に点灯又は点滅して遊技者の視覚に訴える演出を行うものである。
【００４３】
　前扉３の操作卓部３Ｃには、ゲームに使用するメダルを投入するための投入口を有する
メダル投入部６、メダルをベットするベットボタン７、ゲームの操作を指示する操作ノブ
８ａを有するスタートレバー８、演出表示部１００のメインリール７０１，７０２，７０
３をストップさせるストップボタン９ａ，９ｂ，９ｃ等が設けられている。
【００４４】
　ここで、現状のスロットマシン１では、１ゲームに必要とされるメダルがたとえば３枚
となっているため、メダル投入部６から３枚を超えてメダルが連続投入されると、最大５
０枚までクレジットされるとともに、上述した貯留枚数表示器２１０にそのクレジットさ
れているメダルの枚数が表示される。
【００４５】
　ベットボタン７は、スロットマシン１のゲームに賭けるメダルの枚数を提示するための
押圧式の操作スイッチであり、ＭＡＸベットボタンと呼ばれている。すなわち、メダルが
クレジットされているとき、ゲーム開始時にベットボタン７を操作すると、そのクレジッ
トされているメダルのうち３枚がベットされるようになっている。このとき、上述した貯
留枚数表示器２１０に表示される枚数がベットボタン７の操作に応じて３枚ずつ減算され
て表示される。
【００４６】
　スタートレバー８は、演出表示部１００の後述のメインリール７０１，７０２，７０３
を一斉に回転させる指示をするためのレバースイッチであり、先端に設けられている球形
の操作ノブ８ａを上下左右のいずれかの方向に傾倒操作するとオン作動し、その操作ノブ
８ａから手が離されるとスプリングの付勢力によって自動的に元の位置に戻ってオフする
ように構成されている。
【００４７】
　ストップボタン９ａ，９ｂ，９ｃは、回胴装置７００の各メインリール７０１，７０２
，７０３の回転停止を個別に指示するための押圧式スイッチであり、各メインリール７０
１，７０２，７０３の配列に対応してそれぞれ並設されている。
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【００４８】
　また、前扉３の操作卓部３Ｃの背面には、操作卓部３Ｃのベットボタン７、スタートレ
バー８、ストップボタン９ａ，９ｂ，９ｃ等の各種メインスイッチが電気的に接続された
中央表示制御基板４１０が設けられており、これらのスイッチの出力信号が中央表示制御
基板４１０から後述の主制御基板３００に転送されるようになっている。
【００４９】
　また、中央表示制御基板４１０には、開閉自在なカバー（図示省略）によって覆われて
いる設定ボタン４１１が設けられている。この設定ボタン４１１は、スロットマシン１の
出玉率（メダルの払出率）を決定する際の設定値を変更する場合に操作されるものであっ
て、設定ボタン４１１の操作に応じて払出枚数表示器２３０に設定値が後述のように色別
で表示される。
【００５０】
　前扉３の下部パネル部３Ｄには、スロットマシン１のモデルタイプ等を遊技者へ認識さ
せるため、たとえば登場キャラクターの絵等を表示するパネル１０が設けられている。
　下部パネル部３Ｄの下方には、入賞時等においてメダルを排出するメダル排出口１２を
有する受皿ユニット１１と、スピーカ１３ａ，１３ｂを内蔵しゲームの進行に応じて演出
効果音を発生させる演出効果音部１３，１４と、灰皿１５等とがそれぞれ配設されている
。
【００５１】
　また、前扉３の下部パネル部３Ｄの背面には、メダル投入部６より投入される投入物を
正規のメダルか異物かを判別して振り分けるセレクト機構５００と、このセレクト機構５
００で振り分けられたメダルを筐体２内に設けられているホッパ装置６００へ案内するホ
ッパガイド部材５０１と、セレクト機構５００で振り分けられた異物をメダル排出口１２
へ案内するガイド部材５０２と、ホッパ装置６００のメダル排出スリット６０１から排出
されたメダルを受皿ユニット１１のメダル排出口１２側にガイドする払出ガイド部材５０
３とが設けられている。
【００５２】
　なお、セレクト機構５００は、たとえばスロットマシン１での回胴装置７００の各メイ
ンリール７０１，７０２，７０３の回転中やリプレイ入賞時等でのメダルの受付不可時に
、メダル投入部６から投入された後述のメダルをガイド部材５０２側に振り分けるように
なっている。そして、ガイド部材５０２側に振り分けられたメダルはメダル排出口１２側
から排出されるようになっている。
【００５３】
　図３及び図４は、上述した回胴装置７００の詳細を説明するための図である。ここで、
図３は回胴装置７００の全体を示す斜視図であり、図４は図３の回胴装置７００を分解し
て示す斜視図である。
【００５４】
　これらの図に示すように、回胴装置７００は、３個のメインリール７０１，７０２，７
０３を枠体７１０内部に並設させてユニット化したものである。各メインリール７０１，
７０２，７０３の外周面には、所定数（たとえば２１個）の図柄が付されている。ここで
、その図柄には、チェリー、ベル、プラム等の子役を表すものや、７等のビックボーナス
等を表すもの等があるが、ここでは説明の都合上、その図柄を全て７で表している。
　また、各メインリール７０１，７０２，７０３は、リング部７０４を中心に放射状に延
在する複数本のアーム部７０５によって一体的に形成されている。
【００５５】
　枠体７１０には、上述した筐体２の内部に取り付けられている台座５２４に対し引き出
し及び押し戻し自在に載置される載置板７１１と、この載置板７１１の両側に取り付けら
れた側板７１２，７１３と、これらの側板７１２，７１３の上端に取り付けられた天板７
１４とが設けられている。
【００５６】
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　また、載置板７１１及び天板７１４には、各メインリール７０１，７０２，７０３を回
転可能に取り付ける板状のユニット板７２１，７２２，７２３がボルト７２４を介して取
り付けられる。また、ユニット板７２１，７２２，７２３のうち、ユニット板７２１，７
２３には後述の演出表示部７２６ａ，７２６を有する目隠し部材７２５ａ，７２５ｂが取
り付けられている。
【００５７】
　なお、以下では、これらのユニット板７２１，７２２，７２３にメインリール７０１，
７０２，７０３が取り付けられているものを、リール部ユニット７０１Ａ，７０２Ａ，７
０３Ａという。
【００５８】
　図５～図１０は、上述したリール部ユニット７０１Ａ，７０２Ａ，７０３Ａの詳細を示
す図である。なお、以下に示す図において、各リール部ユニット７０１Ａ，７０２Ａ，７
０３Ａの構成がほぼ同じであるため、右側に位置するリール部ユニット７０３Ａを代表さ
せて説明するものとする。
【００５９】
　すなわち、以下に説明する各メインリール７０１，７０３を往復動させる後述のリール
移動機構部７４０と後述の演出表示部７２６ａ，７２６ｂとは、両サイドのリール部ユニ
ット７０１Ａ，７０３Ａのユニット板７２１，７２３に設けられているが、中央のリール
部ユニット７０２Ａのユニット板７２２には設けられておらず、この点でのみ両サイドの
リール部ユニット７０１Ａ，７０３Ａと中央のリール部ユニット７０２Ａとの構成が相違
している。なお、後述のリール移動機構部７４０及び演出表示部７２６ａ，７２６ｂは、
必要に応じて中央のリール部ユニット７０２Ａのユニット板７２２に設けてもよいことは
勿論である。
【００６０】
　ここで、図５は図４に示したリール部ユニット７０１Ａに組み込まれている機構部品等
を分解して示す斜視図であり、図６は図５のリール部ユニット７０１Ａに組み込まれてい
るメインリール７０１，７０３を往復動させるためのリール移動機構部を分解して示す斜
視図であり、図７は図５のリール部ユニット７０１Ａに組み込まれている各メインリール
７０１，７０２，７０３を回転させるためのリール駆動機構部を分解して示す斜視図であ
り、図８は図５のリール部ユニット７０１Ａを上方から見た場合を示す平面図であり、図
９及び図１０は図８のリール部ユニット７０１Ａを背面側から見た場合の断面図である。
【００６１】
　まず、図５に示すように、リール部ユニット７０３Ａのユニット板７２３には、目隠し
部材７２５ｂと、照明部７３０と、リール移動手段としてのリール移動機構部７４０と、
リール駆動手段としてのリール回転機構部７５０とが取り付けられるようになっている。
【００６２】
　ここで、回胴装置７００は、リール移動手段としてのリール移動機構部７４０と、リー
ル駆動手段としてのリール回転機構部７５０と、後述の演出表示部７２６ｂ（演出表示部
７２６ａ）とを備えて構成されている。
【００６３】
　目隠し部材７２５ｂには、右寄り、すなわちメインリール７０３がリール移動機構部７
４０による作用を受けずに定位置にあるとき、メインリール７０３によって隠れる個所に
文字や画像等の情報を表示する演出表示部７２６ｂが設けられている。
【００６４】
　この演出表示部７２６ｂは、ゲームの期待度等の演出モードに移行し、メインリール７
０３がリール移動機構部７４０により押し出されて、遊技者に見えるように現れたとき、
たとえばゲームの期待度等を文字や画像等によって表示するものである。なお、文字や画
像等による表示は、メインリール７０３の移動によって現れたときに、瞬間的に行っても
よいし、メインリール７０３が定位置に戻されるまで継続して行われるようにしてもよい
。
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【００６５】
　なお、たとえばゲームの期待度等を表示する場合は、メインリール７０３の移動によっ
て演出表示部７２６ｂが現れたときに、必ずしも文字や画像等の情報が表示されるもので
はなく、何も表示しないようにすることで、ゲームの期待度が低いというような演出も可
能である。
【００６６】
　また、ゲームの期待度以外に、たとえば特定条件下でリプレイの確率が大幅にアップし
、ほとんどメダルが減らなくなるようないわゆるリプレイタイム（ＲＴ）の演出が行われ
る場合は、メインリール７０３の移動によって演出表示部７２６ｂが現れたときに、その
演出表示部７２６ｂにリプレイタイム（ＲＴ）の残りゲーム数等が表示されるようにして
もよい。
【００６７】
　照明部７３０には、メインリール７０３の背面側からメインリール７０３の３コマ分の
図柄を照射するＬＥＤ７３１～７３３が設けられている。これらのＬＥＤ７３１～７３３
は、所定の演出に応じて点灯又は点滅するものである。
【００６８】
　リール移動機構部７４０は、図５及び図６に示すように、基板７４１ｃの両側に側片７
４１ａ，７４１ｂが並設されたコ字形状のブラケット７４１を有している。基板７４１ｃ
には、ユニット板７２３の突起７２３ａに係止される係止孔７４１ｄと、ユニット板７２
３のねじ孔７２３ｂに挿通される図示しないねじによって取り付けられる取付孔７４１ｅ
とが設けられている。
【００６９】
　また、これらの側片７４１ａ，７４１ｂの間には、補強軸７４１ｃ－１と後述のクラン
クプレート７４４を回動自在に支持するために孔７４１ｆに装着される枢軸７４１ｄ－１
とが取り付けられるようになっている。また、下方の側片７４１ｂの内側には、メインリ
ール７０３を移動させる場合に駆動される駆動軸７４２ａを有する移動用モータ７４２が
ねじ７４２ｂによって取り付けられるようになっている。
【００７０】
　移動用モータ７４２の駆動軸７４２ａは、下方の側片７４１ｂの切欠部７４１ｅ－１か
ら下方に突出するように配置され、その先端にカム部材７４３の上面側の取付部７４３ａ
が取り付けられている。カム部材７４３の下面側には、カム突起７４３ｂが取り付けられ
ている。このカム突起７４３ｂは、後述のクランクプレート７４４の係合孔７４５ｇに係
合し、移動用モータ７４２の駆動力を受けて係合孔７４５ｇを介しクランクプレート７４
４を回動させるようになっている。
【００７１】
　すなわち、図６において、カム部材７４３が反時計方向に回転すると、カム突起７４３
ｂが後述のクランクプレート７４４の係合孔７４５ｇ内を移動しつつ、後述のクランクプ
レート７４４のクランプ片７４５ａ及びクランプ片７４５ｂの取付孔７４５ｄ，７５５ｆ
を有する側を押し出すようになっている。これに対し、カム部材７４３が時計方向に回転
すると、カム突起７４３ｂが後述のクランクプレート７４４の係合孔７４５ｇ内を移動し
つつ、後述のクランクプレート７４４のクランプ片７４５ａ及びクランプ片７４５ｂの取
付孔７４５ｄ，７５５ｆを有する側を引き込むようになっている。これにより、上述した
両側のメインリール７０１，７０３が中央のメインリール７０２に対して離されたり近づ
けられたりするような往復動作が行われるようになっている。
【００７２】
　クランクプレート７４４の基板７４４ａの両側には、両端に取付孔７４５ｃ，７４５ｄ
を有するクランプ片７４５ａと、両端に取付孔７４５ｅ，７４５ｆを有し、中程に係合孔
７５５ｇを有するクランプ片７４５ｂとが並設されている。
【００７３】
　ここで、クランプ片７４５ａ及びクランプ片７４５ｂの取付孔７４５ｃ，７５５ｅは、
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上述した枢軸７４１ｄ－１に回動自在に係合されるようになっている。クランプ片７４５
ａ及びクランプ片７４５ｂの取付孔７４５ｄ，７５５ｆには、ねじ７６６ａを介して回転
体としてのローラ７６６が回転自在に取り付けられている。
【００７４】
　ここで、ローラ７６６としては、たとえば耐久性、耐衝撃性、耐摩耗性及び耐潤性等に
優れたポリアセタール樹脂製とすることができるが、耐久性、耐衝撃性、耐摩耗性及び耐
潤性等に優れたものであれば他の部材を採用してもよい。
【００７５】
　これらのローラ７６６は、後述の図８に示すように、メインリール７０３の移動が行わ
れないとき、リール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａに当接しないが、カ
ム突起７４３ｂの作用によってクランクプレート７４４が回動すると、リール回転力伝達
部材７５５のローラ当接部位７５５Ａに当接しそのリール回転力伝達部材７５５をシャフ
ト７５１ａに沿って移動させる。これにより、メインリール７０３はシャフト７５１ａに
沿ってユニット板７２３から離れる方向、すなわち中央のメインリール７０２から離れる
方向に移動する。
【００７６】
　この状態で、後述のように、ステッピングモータ７５１の駆動によってリール回転力伝
達部材７５５が回転するとき、クランクプレート７４４のローラ７６６が回転するため、
リール回転力伝達部材７５５による回転が妨げられないようになっている。なお、ローラ
７６６の形状とリール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａの形状については
後述する。
【００７７】
　また、図６において、上述したブラケット７４１側の孔７４１ｆとクランプ片７４５ｂ
の取付孔７５５ｅとの間には、枢軸７４１ｄ－１の下端部に装着され、ブラケット７４１
側の孔７４１ｆとクランプ片７４５ｂの取付孔７５５ｅとの間の隙間を調整する調整筒部
材７６６ｂが取り付けられるようになっている。
【００７８】
　リール回転機構部７５０には、図７に示すように、シャフト７５１ａを有するステッピ
ングモータ７５１が設けられている。このシャフト７５１ａは、後述の連結部材７５４及
びリール回転力伝達部材７５５を介してメインリール７０３に回転力を伝達するものであ
る。また、シャフト７５１ａの中程には、後述の連結部材７５４に回転力を伝達する突出
ピン７５１ｂが設けられている。この突出ピン７５１ｂによる作用については後述する。
【００７９】
　また、シャフト７５１ａには、ねじ７５２ａによって回転子７５２が取り付けられるよ
うになっている。この回転子７５２は、シャフト７５１ａの回転に伴って回転し、後述の
フォトセンサ７５３ｃを通過するものであり、その回転子７５２がフォトセンサ７５３ｃ
を通過することで、メインリール７０３の回転位置（図柄の位置等）が検出されるように
なっている。すなわち、その回転子７５２がフォトセンサ７５３ｃを通過したタイミング
を基準とし、ステッピングモータ７５１に与えられるパルス信号をカウントすることで、
メインリール７０３の回転位置（図柄の位置等）が検出される。
【００８０】
　また、ステッピングモータ７５１の上面には、ねじ孔７５１ｃにねじ７５３ａを介して
取付片７５３ｂを有するセンサ取付部材７５３が取り付けられるようになっている。取付
片７５３ｂには、透過型のフォトセンサ７５３ｃがねじ７５３ｄによって取り付けられる
ようになっている。なお、ここでは透過型のフォトセンサ７５３ｃを用いているが、これ
に限らず、反射型のフォトセンサを用いてもよい。
【００８１】
　また、シャフト７５１ａには、連結部材７５４が取り付けられるようになっている。こ
の連結部材７５４は、図９及び図１０に示すように、リール回転力伝達部材７５５の嵌合
孔７５５ａに嵌め込まれてリール回転力伝達部材７５５に連結されるものである。
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【００８２】
　また、連結部材７５４には、図７に示すように、長溝７５４ｃが設けられている。この
長溝７５４ｃには、上述したシャフト７５１ａの突出ピン７５１ｂが摺動自在に嵌り込ま
れるようになっている。これにより、上述したクランクプレート７４４の回動に伴い、連
結部材７５４及びリール回転力伝達部材７５５がシャフト７５１ａに沿って押し出される
とき、シャフト７５１ａの突出ピン７５１ｂが連結部材７５４の長溝７５４ｃ内に位置し
ているため、連結部材７５４及びリール回転力伝達部材７５５の移動が妨げられないよう
になっている。
【００８３】
　また、ステッピングモータ７５１の駆動によりシャフト７５１ａが回転するとき、その
シャフト７５１ａの突出ピン７５１ｂが連結部材７５４の長溝７５４ｃの側面に当接し、
連結部材７５４を介してリール回転力伝達部材７５５に回転力が伝達されることで、メイ
ンリール７０３が回転するようになっている。
【００８４】
　また、リール回転力伝達部材７５５には、図５に示したメインリール７０３のリング部
７０４の内側に取り付けられるフランジ７５５ｂと、中空のボス７５６を遊嵌させる遊嵌
孔７５５ｃと、スプリング７５７の一端を係止する後述の図９及び図１０に示す係止段部
７５５ｄと、シャフト７５１ａを挿通させる挿通孔７５５ｅとが設けられている。
【００８５】
　ここで、連結部材７５４、リール回転力伝達部材７５５、ボス７５６、スプリング７５
７等によって回転力伝達手段が構成されている。また、スプリング７５７は、弾性部材を
構成している。また、回転力伝達手段は、各メインリール７０１，７０２，７０３の中心
部に連結されるものである。
【００８６】
　また、図９に示すように、ボス７５６の内側にスプリング７５７が装填され、ボス７５
６のねじ孔７５６ａから装着されるねじ７５８がシャフト７５１ａの先端に螺着されるこ
とで、ボス７５６がシャフト７５１ａの先端に取り付けられる。
【００８７】
　ここで、図９に示すように、メインリール７０３が移動しない場合、連結部材７５４の
長溝７５４ｃの一端側の係止段部７５４ａにシャフト７５１ａの突出ピン７５１ｂが係止
され、メインリール７０３のユニット板７２３に近づく方向への移動が規制される。
【００８８】
　これに対し、図１０に示すように、移動用モータ７４２が駆動し、カム部材７４３の作
用によるクランクプレート７４４の回動により、上述したクランクプレート７４４のロー
ラ７６６がリール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａに当接してリール回転
力伝達部材７５５が押し出されると、リール回転力伝達部材７５５に取り付けられている
メインリール７０３がユニット板７２３から離れる方向、すなわち中央のメインリール７
０２から離れる方向に移動する。
【００８９】
　メインリール７０３が所定位置まで押し出されると、連結部材７５４の長溝７５４ｃの
他端側の係止段部７５４ｂにシャフト７５１ａの突出ピン７５１ｂが係止され、メインリ
ール７０３のユニット板７２３から離れる方向、すなわち中央のメインリール７０２から
離れる方向への移動が規制される。
【００９０】
　このとき、リール回転力伝達部材７５５の移動に伴い、リール回転力伝達部材７５５の
係止段部７５５ｄに一端が係止されているスプリング７５７の付勢力に抗してボス７５６
がリール回転力伝達部材７５５の遊嵌孔７５５ｃに収まる。この状態では、スプリング７
５７が圧縮されたままとされる。
【００９１】
　また、この状態で、ステッピングモータ７５１の駆動によりシャフト７５１ａが回転す
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るとき、上記同様に、そのシャフト７５１ａの突出ピン７５１ｂが連結部材７５４の長溝
７５４ｃの側面に当接し、連結部材７５４を介してリール回転力伝達部材７５５に回転力
が伝達されることで、メインリール７０３が回転する。
【００９２】
　このとき、クランクプレート７４４のローラ７６６がリール回転力伝達部材７５５のロ
ーラ当接部位７５５Ａに当接したままとなっているが、そのローラ７６６が回転すること
で、リール回転力伝達部材７５５が回転することから、メインリール７０３の回転が行わ
れる。また、このとき、上述した演出表示部７２６ｂが現れて文字や画像等の情報が表示
される。
【００９３】
　一方、移動用モータ７４２が逆駆動し、カム部材７４３の作用によるクランクプレート
７４４の逆方向への回動によりリール回転力伝達部材７５５が引き戻されると、クランク
プレート７４４のローラ７６６がリール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａ
から離れる方向に移動する。このとき、ボス７５６内の圧縮されたままとなっているスプ
リング７５７の反発力がリール回転力伝達部材７５５の上述した係止段部７５５ｄに作用
し、リール回転力伝達部材７５５がシャフト７５１ａに沿って押し戻される。
【００９４】
　これに伴い、メインリール７０３がユニット板７２３に近づく方向、すなわち中央のメ
インリール７０２に近づく方向に押し戻される。メインリール７０３が所定位置まで押し
戻されると、連結部材７５４の長溝７５４ｃの他端側の係止段部７５４ｂにシャフト７５
１ａの突出ピン７５１ｂが係止され、ユニット板７２３に近づく方向への移動が規制され
る。
【００９５】
　このように、メインリール７０３のユニット板７２３に近づく方向、すなわち中央のメ
インリール７０２に近づく方向への押し戻しは、スプリング７５７の反発力によって行わ
れるため、メインリール７０３の移動が円滑に行われる。
【００９６】
　よって、たとえばカム部材７４３の作用によるクランクプレート７４４の回動により、
そのローラ７６６によってリール回転力伝達部材７５５を介しメインリール７０３をユニ
ット板７２３から離れる方向、すなわち中央のメインリール７０２から離れる方向に移動
させ、直ちにカム部材７４３の逆方向への作用によりクランクプレート７４４を戻し、ス
プリング７５７の反発力によってメインリール７０３を定位置に戻すような瞬間的な往復
動を行わせるようにすることも可能である。
　この場合、上述した演出表示部７２６ｂは一瞬だけ現れることになり、その瞬間に文字
や画像等の情報が表示されるようにすれば、遊技者に対する注目度が高められる。
【００９７】
　図１１～図１３は、上述したリール移動機構部７４０等をさらに詳細に説明するための
図である。ここで、図１１はリール移動機構部７４０のローラ７６６とリール回転力伝達
部材７５５のローラ当接部位７５５Ａの形状について説明するための斜視図であり、図１
２は図１１のリール移動機構部７４０とリール回転力伝達部材７５５とをシャフト７５１
ａに沿って切断した場合を示す断面図であり、図１３はリール移動機構部７４０のローラ
７６６とリール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａとの当接によるローラ７
６６の回転抵抗や偏摩耗が生じる原因について説明するための断面図である。
【００９８】
　まず、図１１及び図１２に示すように、リール移動機構部７４０のローラ７６６の周面
は、中心側エッジ部７６６ｄが外側エッジ部７６６ｅより径が小さくなるようにテーパ状
に形成されている。また、リール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａは、ロ
ーラ７６６のテーパ状の周面に合わせて傾けられた傾斜面とされている。ここで、ローラ
７６６の周面の中心側エッジ部７６６ｄとは、後述のようにリール回転力伝達部材７５５
の中心あるいはメインリール７０１，７０２，７０３の中心に近い側であり、その外側エ
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ッジ部７６６ｅとは同様にリール回転力伝達部材７５５の中心あるいはメインリール７０
１，７０２，７０３の中心から遠い側である。
【００９９】
　ここで、図１２のように、ローラ７６６の中心側エッジ部７６６ｄとはローラ７６６の
中心線とシャフト７５１ａの中心線とが交わる交点ｏに近い側であり、ローラ７６６の外
側エッジ部７６６ｅとはその交点ｏより遠い側である。またここで、その交点ｏは、リー
ル回転力伝達部材７５５の中心でもあり、メインリール７０１，７０２，７０３の中心で
もある。
【０１００】
　また、ローラ７６６のテーパ状の周面及びローラ当接部位７５５Ａの傾斜面は、その交
点ｏから延びる線ｑの線上で均等に接する傾きを有している。これは、ローラ当接部位７
５５Ａに当接するローラ７６６の周面に生じる回転差を無くすためである。
【０１０１】
　すなわち、図１３に示すように、たとえばローラ７６６ｃが上述したローラ７６６のよ
うにテーパ状の周面を有しない場合で、しかもローラ当接部位７５５ｈが上述したローラ
当接部位７５５Ａのように傾斜面を有しない場合、ローラ７６６ｃの周面がそのローラ当
接部位７５５ｈに当接することで、ローラ７６６ｃの外側エッジ部７６６ｅと中心側エッ
ジ部７６６ｄとに回転差を生じてしまうことになる。
【０１０２】
　これは、ローラ７６６ｃの外側エッジ部７６６ｅが当接するローラ当接部位７５５ｈの
位置と、その中心側エッジ部７６６ｄが当接するローラ当接部位７５５ｈの位置の回転速
度が異なるためである。具体的には、ローラ７６６ｃの外側エッジ部７６６ｅが当接する
ローラ当接部位７５５ｈの位置の方が、その中心側エッジ部７６６ｄが当接するローラ当
接部位７５５ｈの位置より回転速度が速いためである。
【０１０３】
　このように、ローラ当接部位７５５ｈのそれぞれの位置での回転速度が異なると、上述
したように、ローラ７６６ｃの外側エッジ部７６６ｅと中心側エッジ部７６６ｄとに回転
差を生じてしまうことになり、ローラ７６６ｃの回転抵抗や偏摩耗が生じてそれぞれのメ
インリール７０１，７０２，７０３のスラスト方向でのふらつきやローラ７６６ｃの消耗
が発生してしまうことになる。
【０１０４】
　このようなことから、上述したように、リール移動機構部７４０のローラ７６６の周面
を、中心側エッジ部７６６ｄが外側エッジ部７６６ｅより径が小さくなるようにテーパ状
に形成し、また、リール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａを、ローラ７６
６のテーパ状の周面に合わせて傾けられた傾斜面とすることで、ローラ当接部位７５５ｈ
のそれぞれの位置での回転速度の差が無くなり、ローラ７６６の外側エッジ部７６６ｅと
中心側エッジ部７６６ｄとに回転差が生じなくなる。
【０１０５】
　このように、ローラ７６６の外側エッジ部７６６ｅと中心側エッジ部７６６ｄとに回転
差が生じなくなることで、ローラ７６６の回転抵抗や偏摩耗が生じなくなり、それぞれの
メインリール７０１，７０２，７０３のスラスト方向でのふらつきやローラ７６６の消耗
が発生しなくなる。
【０１０６】
　図１４及び図１５は、上述したリール移動機構部７４０によるメインリール７０１，７
０２，７０３の回転を滑らかに行わせる場合について詳細に説明するための図である。こ
こで、図１４は図１１のシャフト７５１ａに取り付けられるリール回転力伝達部材７５５
や連結部材７５４等を分解して示す斜視図であり、図１５は図１１のリール回転機構部７
５０のシャフト７５１ａにリール回転力伝達部材７５５が取り付けられている状態をシャ
フト７５１ａに沿って切断した場合を示す断面図である。
【０１０７】
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　まず、図１４に示すように、シャフト７５１ａには連結部材７５４を介してリール回転
力伝達部材７５５が取り付けられている。ここで、これらの連結部材７５４及びリール回
転力伝達部材７５５は、形状が複雑となることから樹脂成型品とされている。
【０１０８】
　ここで、連結部材７５４は筒状をなすものであるが、その中心軸方向に沿って２分割さ
れている。このように連結部材７５４を２分割とすることで、それぞれの連結部材７５４
の型抜きを方向ｂ（連結部材７５４の中心軸方向に対して直交する方向）に沿って行うこ
とができる。
【０１０９】
　このように、型抜きを方向ｂとすることで、連結部材７５４の内面、すなわちシャフト
７５１ａに接する面７５４ｄに型抜きの際のテーパがかからないため、図１５のように、
その面７５４ｄとシャフト７５１ａの表面とは平行となり、その面７５４ｄとシャフト７
５１ａとの間にはその円周方向に隙間が生じないことから、連結部材７５４とシャフト７
５１ａとの間の円周方向にがたが発生しないことになる。
【０１１０】
　言い換えれば、連結部材７５４を２分割せずに筒状とした樹脂成型品とし、その型抜き
をたとえば方向ａ（連結部材７５４の中心軸方向に沿った方向）とすると、その一端側７
５４ｅには型抜きの際のテーパがかからないが、他端側７５４ｆには型抜きの際のテーパ
がかかってしまう。この場合、筒状の連結部材７５４をシャフト７５１ａに装着すると、
その他端側７５４ｆとシャフト７５１ａとの間の円周方向に隙間が生じてしまい、その円
周方向にがたが発生することになる。
【０１１１】
　ここで、テーパがかかるとは、たとえば連結部材７５４を方向ａに型抜きした際に、他
端側７５４ｆに方向ａとは逆の力が加わり、他端側７５４ｆの円周方向の径が一端側７５
４ｅの円周方向の径より大きくなってしまうということである。
【０１１２】
　また、２分割された連結部材７５４の表面、すなわちリール回転力伝達部材７５５の嵌
合孔７５５ａの内面に接する面７５４ｇにあっては、その一端側７５４ｅから他端側７５
４ｆにかけて径（半径）が小さくなるようにテーパ状に形成されている。
【０１１３】
　これは、図１４のように、リール回転力伝達部材７５５の型抜きを方向ｃ（リール回転
力伝達部材７５５の中心軸方向に沿った方向）で行うと、図１５のように、嵌合孔７５５
ａの内面の他端側７５５ｊには型抜きの際のテーパがかからないが、嵌合孔７５５ａの内
面の一端側７５５ｉには型抜きの際のテーパがかかってしまい、その一端側７５５ｉの内
面の径がその他端側７５５ｊの径より大きくなって、嵌合孔７５５ａの内面がテーパ状と
なるためである。
【０１１４】
　そこで、上述したように、２分割された連結部材７５４の表面である面７５４ｇが嵌合
孔７５５ａの内面のテーパに合うようなテーパ状とされることで、連結部材７５４がリー
ル回転力伝達部材７５５の嵌合孔７５５ａに挿入されたとき、連結部材７５４の面７５４
ｇと嵌合孔７５５ａの内面との間の円周方向に隙間が生じないことから、連結部材７５４
とリール回転力伝達部材７５５との間の円周方向にがたが発生しないことになる。
【０１１５】
　以上のように、連結部材７５４とシャフト７５１ａとの間の円周方向、及び連結部材７
５４とリール回転力伝達部材７５５との間の円周方向にがたが発生しないことで、メイン
リール７０１，７０２，７０３が滑らかに回転できるようになる。
【０１１６】
　なお、リール移動機構部７４０のローラ７６６の周面は、中心側エッジ部７６６ｄが外
側エッジ部７６６ｅより径が小さくなるようにテーパ状に形成されている。また、リール
回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａは、ローラ７６６のテーパ状の周面に合
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わせて傾けられた傾斜面とされている。ここで、ローラ７６６の周面の中心側エッジ部７
６６ｄとは、リール回転力伝達部材７５５の中心あるいはメインリール７０１，７０２，
７０３の中心に近い側であり、その外側エッジ部７６６ｅとは同様にリール回転力伝達部
材７５５の中心あるいはメインリール７０１，７０２，７０３の中心から遠い側である。
【０１１７】
　このように、リール移動機構部７４０のローラ７６６の周面を、中心側エッジ部７６６
ｄが外側エッジ部７６６ｅより径が小さくなるようにテーパ状に形成し、また、リール回
転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａを、ローラ７６６のテーパ状の周面に合わ
せて傾けられた傾斜面とすることで、ローラ当接部位７５５ｈのそれぞれの位置での回転
速度の差が無くなり、ローラ７６６の外側エッジ部７６６ｅと中心側エッジ部７６６ｄと
に回転差が生じなくなる。
【０１１８】
　その結果、ローラ７６６の外側エッジ部７６６ｅと中心側エッジ部７６６ｄとに回転差
が生じなくなることで、ローラ７６６の回転抵抗や偏摩耗が生じなくなり、それぞれのメ
インリール７０１，７０２，７０３のスラスト方向でのふらつきやローラ７６６の消耗が
発生しなくなる。
【０１１９】
　図１６は、スロットマシン１に設けられている制御システムを説明するためのブロック
図である。制御システムは、主として主制御基板３００、サブ制御基板４００、回胴装置
基板４２０、中央表示制御基板４１０、電源装置制御基板４３０、外部集中端子基板４４
０を備え、それぞれが配線ケーブルによって接続されている。　
【０１２０】
　主制御基板３００は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）３
０１、半導体メモリであるＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）３０２、ＲＡＭ
（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）３０３等を備えている。
【０１２１】
　主制御基板３００のＣＰＵ３０１は、ＲＯＭ３０２に予め記憶されているシステムプロ
グラムやスロットマシンゲーム用のプログラム等を読み込み、ゲームの進行に合わせて、
サブ制御基板４００、回胴装置基板４２０、中央表示制御基板４１０、電源装置制御基板
４３０等に対する分散制御を行う。
【０１２２】
　ここで、ＣＰＵ３０１による主な制御としては、中央表示制御基板４１０からの上述し
たスタートレバー８の操作に応じた出力信号を受けると、各メインリール７０１，７０２
，７０３を回転させるように回胴装置基板４２０を制御することである。また、中央表示
制御基板４１０からの上述したストップボタン９ａ，９ｂ，９ｃの操作に応じた出力信号
を受けると、その操作に応じたいずれかのメインリール７０１，７０２，７０３を停止さ
せるように回胴装置基板４２０を制御することである。
【０１２３】
　また、ＣＰＵ３０１による主な制御としては、メダルの投入（又はベットボタン７によ
るベット）とスタートレバー８の操作を条件として抽選を行い、その抽選結果が当選であ
り、かつ予め設定された有効ライン上にストップボタン９ａ，９ｂ，９ｃの操作でその当
選した図柄が停止したことを条件として所定枚数のメダルが払い出されるように、電源装
置制御基板４３０を介してホッパ装置６００を制御することである。
【０１２４】
　また、ＣＰＵ３０１による主な制御としては、上述した抽選等により、たとえば遊技者
に有利な特別遊技状態（ボーナスゲーム、レギュラーボーナス等）が発生したり、ゲーム
の期待度等の演出モードに移行したりすると、リール移動機構部７４０によってメインリ
ール７０１及び／又は７０３を上述したシャフト７５１ａに沿って中央のメインリール７
０２から離れる方向、又は中央のメインリール７０２に近づく方向に移動させるように回
胴装置基板４２０を制御することである。
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【０１２５】
　また、ＣＰＵ３０１による主な制御としては、上述した演出モードに移行したりすると
、メインリール７０１及び／又は７０３の移動の指示に併せて、演出表示部７２６ａ，７
２６ｂによる文字や画像等の情報の表示を行わせるように回胴装置基板４２０を制御する
ことである。
【０１２６】
　サブ制御基板４００には、演出用ランプ１０４～１０８と、サイドランプ５ａ，５ｂと
、スピーカ１３ａ，１４ａ，１０９ａ，１１０ａと、表示部１０１とが接続されている。
そして、サブ制御基板４００は、主制御基板３００のＣＰＵ３０１からのゲームの進行に
合わせた制御に基づき、上述した演出用ランプ１０４～１０８を点滅又は点灯させたり、
サイドランプ５ａ，５ｂを点滅又は点灯させたり、スピーカ１３ａ，１４ａ，１０９ａ，
１１０ａから効果音等を発生させたり、表示部１０１での所定の演出映像等の表示を行わ
せたりする。これにより、遊技者の視覚と聴覚に訴える演出を行うことができる。
【０１２７】
　回胴装置基板４２０には、上述したメインリール７０１，７０２，７０３を回転駆動す
るステッピングモータ７５１と、各メインリール７０１，７０２，７０３のそれぞれの回
転位置を検出する、たとえばフォトセンサ７５３ｃと、上述したメインリール７０１及び
／又は７０３を上述したシャフト７５１ａに沿って中央のメインリール７０２から離れる
方向、又は中央のメインリール７０２に近づく方向に移動させるように移動させるリール
移動機構部７４０と、上述した目隠し部材７２５ａ，７２５ａに設けられている演出表示
部７２６ａ，７２６ｂとが接続されている。
【０１２８】
　ここで、ステッピングモータ７５１及びフォトセンサ７５３ｃは、各メインリール７０
１，７０２，７０３に対応させて設けられているが、リール移動機構部７４０は上述した
ように、両端のメインリール７０１，７０３に対応させて設けられている。
【０１２９】
　そして、回胴装置基板４２０により、それぞれのフォトセンサ７５３ｃからの検出信号
と、それぞれのステッピングモータ７５１へ出力した駆動パルス信号のパルス数との情報
に基づいて、メインリール７０１，７０２，７０３の回転と制動、及び停止の制御が適切
に行われるようになっている。
【０１３０】
　また、回胴装置基板４２０は、上述したスタートレバー８、ストップボタン９ａ，９ｂ
，９ｃ等の操作に伴って、主制御基板３００からメインリール７０１，７０２，７０３の
それぞれの回転又は停止させるべき旨の制御信号が供給されると、それぞれのフォトセン
サ７５３ｃからの検出信号を取り込みながら、各メインリール７０１，７０２，７０３の
回転位置を適切に把握しつつ、それぞれのステッピングモータ７５１への駆動パルス信号
を制御して各メインリール７０１，７０２，７０３の回転動作を制御する。
【０１３１】
　また、回胴装置基板４２０は、主制御基板３００から演出開始の指示を受けると、上述
したメインリール７０１及び／又は７０３を上述したシャフト７５１ａに沿って中央のメ
インリール７０２から離れる方向、又は中央のメインリール７０２に近づく方向に移動さ
せるように移動させるようにリール移動機構部７４０を制御する。また、回胴装置基板４
２０は、主制御基板３００から演出開始の指示を受けると、上述した演出表示部７２６ａ
，７２６ｂに対し文字や画像等の情報を表示させる。
【０１３２】
　ここで、リール移動機構部７４０の制御にあっては、各メインリール７０１，７０２，
７０３の回転開始前、又は回転停止後の遊技待機中に限られるという制約があるため、こ
の制約に則って行われることになる。よって、演出表示部７２６ａ，７２６ｂによる演出
表示は、遊技待機中に行われることになる。ただし、メインリール７０１及び／又は７０
３が既に中央のメインリール７０２から離れる方向に移動している場合には、この状態で
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の遊技の開始が可能であるため、遊技中であっても演出表示部７２６ａ，７２６ｂによる
演出表示が可能となる。
【０１３３】
　なお、このような制約が無い場合は、遊戯中である、各メインリール７０１，７０２，
７０３の回転中に上述したメインリール７０１及び／又は７０３が上述したシャフト７５
１ａに沿って中央のメインリール７０２から離れる方向、又は中央のメインリール７０２
に近づく方向に移動させるようにしてもよい。
【０１３４】
　中央表示制御基板４１０には、上述したベットボタン７、スタートレバー８、ストップ
ボタン９ａ，９ｂ，９ｃ、設定ボタン４１１等が接続されている。中央表示制御基板４１
０は、これらベットボタン７、スタートレバー８及びストップボタン９ａ，９ｂ，９ｃか
らの出力信号を主制御基板３００へ転送する中継基板として機能する。また、中央表示制
御基板４１０は、主制御基板３００から上述した設定モードの制御を受け取ると、払出枚
数表示器２３０の表示内容を設定ボタン４１１の操作に応じて表示させるように制御する
。
【０１３５】
　電源装置制御基板４３０には、ホッパ装置６００と、電源装置５３０とが接続されてい
る。電源装置制御基板４３０は、電源装置５３０で発生される各種電源電圧をホッパ装置
６００等の各所に配電する配電回路が形成されており、かかる配電回路からスロットマシ
ン１の動作に必要なシステム電源を供給する。また、電源装置制御基板４３０は、主制御
基板３００からメダルの払い出しをすべき旨の指令を受けると、ホッパ装置６００を制御
してメダルの払い出しを行わせる。また、電源装置制御基板４３０は、電源装置５３０の
上述した設定キースイッチ５３４がオンされると、主制御基板３００に設定モードとなっ
たことを通知する。
【０１３６】
　次に、回胴装置７００の動作について説明する。
　まず、図１７に示すように、通常の状態では、回胴装置７００の各リール部ユニット７
０１Ａ，７０２Ａ，７０３Ａのメインリール７０１，７０２，７０３が定位置、すなわち
左右のメインリール７０１，７０３が中央のメインリール７０２に寄った場所に位置して
いる。この状態では、上述した目隠し部材７２５ａ，７２５ａに設けられている演出表示
部７２６ａ，７２６ｂがメインリール７０１，７０３によって覆われているため、遊技者
には見えないようになっている。
【０１３７】
　この状態で、メダルの投入、あるいは既にクレジットしてあるメダルのベットボタン７
の操作によるベットが行われた後、スタートレバー８が操作されると、主制御基板３００
から回胴装置基板４２０への指示により、リール部ユニット７０１Ａ，７０２Ａ，７０３
Ａのユニット板７２１，７２２，７２３に取り付けられている各ステッピングモータ７５
１の駆動によって、各メインリール７０１，７０２，７０３が一斉に回転する。
【０１３８】
　このような各メインリール７０１，７０２，７０３の回転に際しては、上述したように
、ステッピングモータ７５１のシャフト７５１ａの突出ピン７５１ｂがリール回転力伝達
部材７５５に連結される連結部材７５４の長溝７５４ｃの側面に当接し、連結部材７５４
を介してリール回転力伝達部材７５５に回転力が伝達されることで行われる。
【０１３９】
　このとき、上述したリール移動機構部７４０のカム部材７４３の回転が行われないため
、クランクプレート７４４のローラ７６６がリール回転力伝達部材７５５のローラ当接部
位７５５Ａから離れた位置にあり、ローラ７６６がローラ当接部位７５５Ａに当接するこ
となく各メインリール７０１，７０２，７０３の回転が行われる。
【０１４０】
　また、各メインリール７０１，７０２，７０３が回転した後、ストップボタン９ａ，９
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ｂ，９ｃを操作すると、中央表示制御基板４１０から主制御基板３００にいずれかのスト
ップボタン９ａ，９ｂ，９ｃの操作に応じた信号が出力され、主制御基板３００から回胴
装置基板４２０へいずれかのストップボタン９ａ，９ｂ，９ｃの操作に応じた停止を促す
指示により、いずれかのメインリール７０１，７０２，７０３が停止される。
【０１４１】
　ここで、メダルの投入、あるいは既にクレジットしてあるメダルのベットボタン７の操
作によるベットとスタートレバー８の操作を条件とした抽選等により、たとえば遊技者に
有利な特別遊技状態（ボーナスゲーム、レギュラーボーナス等）が発生したり、ゲームの
期待度等の演出モードに移行したりすると、主制御基板３００から回胴装置基板４２０へ
演出の指示が出される。
【０１４２】
　このとき、回胴装置基板４２０により、回胴装置７００が制御されることで、リール部
ユニット７０１Ａ及び／又は７０３Ａのメインリール７０１及び／又は７０３による上述
したシャフト７５１ａに沿って中央のメインリール７０２から離れる方向に移動する（既
に中央のメインリール７０２から離れている場合は中央のメインリール７０２に近づく方
向に移動する）ような演出が行われる。なお、このようなリール部ユニット７０１Ａ及び
／又は７０３Ａのメインリール７０１及び／又は７０３による移動によっての演出は、上
述したような制約に則って行われる。
【０１４３】
　すなわち、たとえば左右のメインリール７０１，７０３のうち、たとえば右側のメイン
リール７０３の移動による演出が行われるとき、図６に示した移動用モータ７４２の駆動
により、クランクプレート７４４が図９に示した状態から図１０に示した状態まで回動す
ることで、図６及び図８に示したクランクプレート７４４のローラ７６６がリール回転力
伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａに当接してそのリール回転力伝達部材７５５を
シャフト７５１ａに沿って押し出すと、メインリール７０３が中央のメインリール７０２
から離れる方向に移動する。
【０１４４】
　この状態では、ボス７５６がリール回転力伝達部材７５５の遊嵌孔７５５ｃに収まるこ
とで、スプリング７５７が圧縮されることにより、リール回転力伝達部材７５５を押し戻
そうとするスプリング７５７による反発力が作用するが、カム部材７４３のカム突起７４
３ｂがクランクプレート７４４の係合孔７４５ｇを介してクランクプレート７４４をスプ
リング７５７の付勢力に抗し押し付けているため、スプリング７５７の反発力によってリ
ール回転力伝達部材７５５が押し戻されないようになっている。
【０１４５】
　ここで、たとえば右側のメインリール７０３のみが移動している状態で、メダルの投入
、あるいは既にクレジットしてあるメダルのベットボタン７の操作によるベットが行われ
た後、スタートレバー８が操作されると、上述したように、各メインリール７０１，７０
２，７０３が一斉に回転する。
【０１４６】
　このとき、メインリール７０３に対応するクランクプレート７４４のローラ７６６がリ
ール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａに当接しているが、そのローラ７６
６が回転することで、リール回転力伝達部材７５５の回転が妨げられないことから、ステ
ッピングモータ７５１からの回転力がメインリール７０３に伝達され、メインリール７０
３が何ら支障無く回転することができる。
【０１４７】
　またこのとき、上述したリール移動機構部７４０のローラ７６６の周面を、中心側エッ
ジ部７６６ｄが外側エッジ部７６６ｅより径が小さくなるようにテーパ状に形成し、また
、リール回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａを、ローラ７６６のテーパ状の
周面に合わせて傾けられた傾斜面とし、ローラ７６６の外側エッジ部７６６ｅと中心側エ
ッジ部７６６ｄとに回転差が生じないようにしているので、ローラ７６６の回転抵抗や偏
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摩耗に伴うメインリール７０３のスラスト方向でのふらつきが無くなり、メインリール７
０３の回転がスムーズに行われる。
【０１４８】
　さらにこのとき、上述したように、２分割された連結部材７５４の内面、すなわちシャ
フト７５１ａに接する面７５４ｄに型抜きの際のテーパがかからないようにし、その面７
５４ｄとシャフト７５１ａとの間にその円周方向に隙間が生じないようにしているので、
連結部材７５４とシャフト７５１ａとの間の円周方向にがたが発生しない。
【０１４９】
　また、上述したように、２分割された連結部材７５４の表面である面７５４ｇをリール
回転力伝達部材７５５の嵌合孔７５５ａの内面のテーパに合うようなテーパ状とし、連結
部材７５４がリール回転力伝達部材７５５の嵌合孔７５５ａに挿入されたとき、連結部材
７５４の面７５４ｇと嵌合孔７５５ａの内面との間の円周方向に隙間が生じないことから
、連結部材７５４とリール回転力伝達部材７５５との間の円周方向にがたが発生しない。
【０１５０】
　このようにすることで、連結部材７５４とシャフト７５１ａとの間の円周方向、及び連
結部材７５４とリール回転力伝達部材７５５との間の円周方向にがたが発生しないため、
メインリール７０１，７０２，７０３が滑らかに回転する。
【０１５１】
　また、上述したリール移動機構部７４０のローラ７６６の周面を、中心側エッジ部７６
６ｄが外側エッジ部７６６ｅより径が小さくなるようにテーパ状に形成し、また、リール
回転力伝達部材７５５のローラ当接部位７５５Ａを、ローラ７６６のテーパ状の周面に合
わせて傾けられた傾斜面とし、ローラ７６６の外側エッジ部７６６ｅと中心側エッジ部７
６６ｄとに回転差が生じないようにしているので、ローラ７６６の回転抵抗や偏摩耗に伴
うメインリール７０３のスラスト方向でのふらつきが無くなり、メインリール７０３の回
転がさらにスムーズに行われる。
【０１５２】
　ここで、右側のメインリール７０３に加え、左側のメインリール７０１が同様にして中
央のメインリール７０２から離れる方向にシャフト７５１ａに沿って押し出されると、図
１８に示すように、両側のメインリール７０１，７０３が中央のメインリール７０２から
離れる方向に移動することになる。
【０１５３】
　また、たとえばこれらのメインリール７０１，７０３が中央のメインリール７０２から
離れる方向に移動すると、これらのメインリール７０１，７０３によって隠れていた演出
表示部７２６ａ，７２６ｂが現れることになる。ここで、ゲームの期待度等の演出モード
に移行しているとすると、演出表示部７２６ａ，７２６ｂにはたとえばゲームの期待度等
が文字や画像等によって表示される。
【０１５４】
　一方、上述した移動用モータ７４２が逆駆動され、移動用モータ７４２の駆動軸７４２
ａに取り付けられているカム部材７４３が他方向に回転すると、カム部材７４３のカム突
起７４３ｂがクランクプレート７４４の係合孔７４５ｇを介してクランクプレート７４４
を図１０に示した状態から図９に示した状態まで回動させる。
【０１５５】
　このとき、カム部材７４３の作用によるクランクプレート７４４の逆方向への回動によ
り、クランクプレート７４４のローラ７６６がリール回転力伝達部材７５５のローラ当接
部位７５５Ａから離れる方向に移動する。そして、上述したように、ボス７５６内に圧縮
されたままとなっているスプリング７５７の反発力がリール回転力伝達部材７５５の上述
した係止段部７５５ｄに作用し、リール回転力伝達部材７５５がシャフト７５１ａに沿っ
て押し戻される。
【０１５６】
　このように、本実施例では、個々の回転リールであるメインリール７０１，７０２，７
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０３に対応して設けられる、それぞれのメインリール７０１，７０２，７０３に回転力を
与えるシャフト７５１ａ上に連結部材７５４がそのシャフト７５１ａに沿って定位置から
所定位置まで移動自在に装着され、また中心部の嵌合孔７５５ａに連結部材７５４が嵌め
込まれることで、定位置から所定位置への移動に伴い圧縮する弾性部材であるスプリング
７５７が装着されたリール回転力伝達部材７５５がシャフト７５１ａ上に取り付けられ、
そのリール回転力伝達部材７５５を介してメインリール７０１，７０２，７０３に回転力
が伝達され、さらにリール移動手段であるリール移動機構部７４０によりリール回転力伝
達部材７５５を介しメインリール７０１，７０２，７０３がスプリング７５７の付勢力に
抗して所定位置まで移動されるようにした。
【０１５７】
　また、樹脂成型品である連結部材７５４は、その中心軸方向に沿って２分割され、シャ
フト７５１ａに接する内面である面７５４ｄがシャフト７５１ａの表面に対して平行に形
成され、さらにリール回転力伝達部材７５５の嵌合孔７５５ａの内面に接する表面が嵌合
孔７５５ａに差し込まれる側の径が小さくなるようなテーパ状とされ、また、樹脂成型品
であるリール回転力伝達部材７５５の嵌合孔７５５ａの内面は、連結部材７５４が差し込
まれる側の径が大きくなるようなテーパ状とされるようにした。
【０１５８】
　ここで、連結部材７５４は該連結部材７５４の中心軸方向に対して直交する方向（方向
ｂ）に型抜きされるようにすることで、連結部材７５４のシャフト７５１ａに接する内面
である面７５４ｄがシャフト７５１ａの表面に対して平行に形成される。また、連結部材
７５４を形成する型にテーパを設けておくことで、連結部材７５４のリール回転力伝達部
材７５５の嵌合孔７５５ａの内面に接する表面を嵌合孔７５５ａに差し込まれる側の径が
小さくなるようなテーパ状とすることができる。
【０１５９】
　さらに、リール回転力伝達部材７５５は該リール回転力伝達部材７５５の中心軸方向に
沿った方向（方向ｃ）に型抜きされるようにすることで、連結部材７５４が差し込まれる
側の径が大きくなるようなテーパ状とすることができる。
【０１６０】
　このようにすることで、連結部材７５４がリール回転力伝達部材７５５の嵌合孔７５５
ａに嵌め込まれたとき、連結部材７５４とシャフト７５１ａとの間の円周方向、及び連結
部材７５４とリール回転力伝達部材７５５との間の円周方向に隙間が生じないことから、
連結部材７５４とシャフト７５１ａとの間の円周方向、及び連結部材７５４とリール回転
力伝達部材７５５との間の円周方向にがたが発生しないことになり、メインリール７０１
，７０２，７０３を滑らかに回転させることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１６１】
　スロットマシンに限らず、回転リールを備えたパチンコ機、ピンボールゲーム機、アレ
ンジボールゲーム機、じゃん球といった他の遊技機にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１６２】
【図１】本発明の回胴装置が適用される回胴式遊技装置の一例を示す正面図である。
【図２】図１の回胴式遊技装置の内部を示す正面図である。
【図３】図１の回胴装置の全体を示す斜視図である。
【図４】図３の回胴装置を分解して示す斜視図である。
【図５】図４のリール部ユニットに組み込まれている機構部品等を分解して示す斜視図で
ある。
【図６】図５のリール部ユニットに組み込まれているメインリールを往復動させるための
リール移動機構部を分解して示す斜視図である。
【図７】図５のリール部ユニットに組み込まれているメインリールを回転させるためのリ
ール駆動機構部を分解して示す斜視図である。
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【図８】図５のリール部ユニットを上方から見た場合を示す平面図である。
【図９】図８のリール部ユニットを背面側から見た場合の断面図である。
【図１０】図８のリール部ユニットを背面側から見た場合の断面図である。
【図１１】図６のリール移動機構部のローラと図７のリール回転力伝達部材のローラ当接
部位の形状について説明するための斜視図である。
【図１２】図１１のリール移動機構部とリール回転力伝達部材とをシャフトに沿って切断
した場合を示す断面図である。
【図１３】図１１のリール移動機構部のローラとリール回転力伝達部材のローラ当接部位
との当接によるローラの回転抵抗や偏摩耗が生じる原因について説明するための断面図で
ある。
【図１４】図１１のシャフトに取り付けられるリール回転力伝達部材や連結部材等を分解
して示す斜視図である。
【図１５】図１１のリール回転機構部のシャフトにリール回転力伝達部材が取り付けられ
ている状態をシャフトに沿って切断した場合を示す断面図である。
【図１６】図１のスロットマシンに設けられている制御システムを説明するためのブロッ
ク図である。
【図１７】図１の回胴装置の動作について説明するための図である。
【図１８】図１の回胴装置の動作について説明するための図である。
【符号の説明】
【０１６３】
　　１　スロットマシン
　　２　筐体
　　３　前扉
　　３Ａ　上部パネル部
　　３Ｂ　中部パネル部
　　３Ｃ　操作卓部
　　３Ｄ　下部パネル部
　　８　スタートレバー
　　９ａ，９ｂ，９ｃ　ストップボタン
１００　演出表示部
２００　メイン演出部
４００　サブ制御基板
４１０　中央表示制御基板
４２０　回胴装置基板
４３０　電源装置制御基板
４４０　外部集中端子基板
５００　セレクト機構
５３０　電源装置
５４０　補助貯留部
６００　ホッパ装置
７００　回胴装置
７０１，７０２，７０３　メインリール
７０１Ａ，７０２Ａ，７０３Ａ　リール部ユニット
７４０　リール移動機構部
７４１　ブラケット
７４１ｃ　基板
７４２　移動用モータ
７４２ａ　駆動軸
７４３　カム部材
７４３ｂ　カム突起
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７４４　クランクプレート
７４５ａ，７４５ｂ　クランプ片
７５０　リール回転機構部
７５１　ステッピングモータ
７５１ａ　シャフト
７５１ｂ　突出ピン
７５２　回転子
７５３ｃ　フォトセンサ
７５４　連結部材
７５４ａ　係止段部
７５４ｂ　係止段部
７５４ｃ　長溝
７５４ｄ　面
７５４ｅ　一端側
７５４ｆ　他端側
７５４ｇ　面
７５５　リール回転力伝達部材
７５５Ａ　ローラ当接部位
７５５ａ　嵌合孔
７５５ｂ　フランジ
７５５ｃ　遊嵌孔
７５５ｄ　係止段部
７５５ｅ　取付孔
７５５ｅ　挿通孔
７５５ｇ　係合孔
７５５ｈ　ローラ当接部位
７５５ｉ　一端側
７５５ｊ　他端側
７５６　ボス
７５６ａ　孔
７５７　スプリング
７６６　ローラ
７６６ｂ　調整筒部材
７６６ｃ　ローラ
７６６ｄ　中心側エッジ部
７６６ｅ　外側エッジ部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】
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